
役員等報酬、退職金、功労金及び旅費に関する規程 

 

（目的）  

第１条 この規程は、社会福祉法人相志会（以下「法人」という。）定款第１

０条及び第２１条に基づき、法人の役員等の報酬、退職金、功労金及び旅費に

関し、支給の基準その他必要な事項を定めるものとする。  

 

（定義）  

第２条 本規程でいう役員とは、理事及び監事をいう。常勤とは、当法人の人

事労務・財務・運営等の職務を分掌するなど日常的に経営管理に携わる役員の

勤務をいう。 

２ この規程において、役員等とは、評議員及び評議員選任・解任委員をい

う。  

３ この規程において、役員等の区分とは、理事長、常勤の理事、非常勤の理

事、非常勤の監事及び非常勤の評議員ならびに非常勤の評議員選任・解任委員

の別をいう 。  

４ この規程において報酬等とは、報酬、退職金及び功労金をいう。  

 

（役員報酬等の年度総額）  

第３条  

定款第２１条に規定する法人の役員に支給する報酬等の月額及び賞与支給額は 

別表１の区分ごとに定める額とする。  

 

（役員等の報酬の支給基準）  

第４条 役員等に対しては、役員等の区分に応じて別表２により報酬を支給す 

る。ただし、法人の職員である理事については、「社会福祉法人相志会給与規

程」に基づく給与を、法人の嘱託員等である理事については、労働契約に基づ

く給与を支給する。  

 

（報酬の支給時期）  

第５条 前条に定める報酬は、理事長及び常勤理事については、毎月２０日に

月額での支給とし、非常勤理事及びその他非常勤役員については、役員会等へ

の出席状況に応じて、当該年度内または当該年度終結から 1ヶ月以内に支給す

る。  

２ 理事長及び常勤理事の報酬は、就任した日の翌月から退任した月まで支給

する。ただし、就任した日が月の初日であるときには、当月からとする。 

 

（退職金の支給基準）  

第６条 役員（非常勤の理事及び非常勤の監事を除く）が退任した時は、退職

金を別表３のとおり支給する。ただし、法人の職員である理事については、

「社会福祉法人相志会就業規則」に基づく退職金を支給する。  

 

（任期途中の就退任の場合の退職金）  



第７条 任期途中において就退任する場合、その在任期間が１年未満の場合は

切り捨てとする。  

 

（退職金の支給方法）  

第８条 退職金は最終退任時に合算して支給する。  

 

（功労金の支給基準）  

第９条 理事長は、在任期間中、特に功労があったと認められる役員に対し理

事会の決議を経て別表４に規定する額を上限として功労金を支給することがで

きる。  

 

（死亡時の退職金及び功労金）  

第１０条 役員が在任中死亡した時は、死亡時に退職金及び功労金を弔慰金と

して遺族に支給する。  

 

（報酬、退職金及び功労金の支給方法）  

第 1 1 条  

報酬、退職金及び功労金については銀行口座振込により支給する。  

 

（旅費）  

第 1 2 条 役員等が法人業務のため出張する場合は、旅費として交通費、日当

及び宿泊料を支給する。  

２．前項に規定する旅費の支給にあたっては「社会福祉法人相志会出張旅費規

程」による支給基準及び支給方法を準用する。  

 

（補則）  

第 1 3 条 理事長は、この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関して

必要な事項を定めることができる 。  

 

（改廃）  

第 1 4 条 本規程の改廃は評議員会の決議をもって行う。  

 

 

 

 

付 則  

1． この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

2． この規定は、令和 7年４月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 



 

別表１ 役員の報酬金額（第３条関係）  

 

 

 

６月の賞与  報酬月額の４ヶ月

分以内の範囲で状況に応じて調整 

１２月の賞与 報酬月額の４ヶ月分以内の範囲で状況に応じて調整 

 

 

 

別表２ 非常勤理事、非常勤監事、評議員、評議員選任・解任委員の日当報酬

（第４条関係） 

 

 

 

 

 

旅費交通費は領収書など、使途を明記したものによって実費を支給する。 

 

 

 

別表３ 役員の退職金額（第６条関係） 

 

役員が次の事由により退職する場合にこの退職金額を支給する。  

① 任期満了による退職  

② 傷病による退職  

③ 死亡による退職 

④ 自己都合で辞任を申し出、理事会・評議員会で了承された退職  

上記以外の理由で退職した場合は、その理由又は事情により退職金額を増額又

は減額して支給する。 

 

在任年数は役員に就任した日から起算し、退職又は退任の日までとする。勤務

の途中で退任し、再度就任した場合は、これを通算する。 

 

退職金の最終計算において、千円未満の端数があるときは、これを切り上げ

る。 

 

 

常勤理事長 月額 １５０万円 

常勤理事 月額  ７５万円 

１日４時間以内 
２０,０００円 

（オンラインでの日当は、１０,０００円） 

１日４時間以上 
３０,０００円 

（オンラインでの日当は、１５,０００円） 

最終報酬月額×在任年数×係数 

理事長：係数 3.0〜4.0 の範囲で理事会に

て決定 

常勤理事：係数 1.0〜3.0 の範囲で理事会

にて決定 



 

 

別表４ 役員の功労金の支給額 （第９条関係）  

 

 

 

係数は 0.5〜1.0 の範囲で、理事長は、在任期間中に特に功労があったと認め

られる役員及び役員等に対し理事会の決議を経て 上表に規定する額を上限と

して功労金を支給することができる。  

 

 

 

令和７年４月 1日から施行する。 

常勤理事 月額報酬×在任年数×係数 

非常勤役員等 ２０,０００円×在任年数×係数 


